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→

こんにちは、男女共同参画課です。
平成18年 月 日に「四日市市男4 1

女共同参画推進条例」が施行され、
今年でちょうど10年になります。
そもそも「男女共同参画」とは、

性別に関わりなく誰もが平等に扱わ
れ、社会のあらゆる分野の活動に参
画し、共に責任を担うという考え方
です。条例でも、この男女共同参画
社会の実現を目指しています。

条例施行から10年が経ちますが、
未だ社会には性別による固定的役割
分担意識が残っていて、男女に平等
な参画の機会と待遇が確保されてい
るとは言えません。
意識や価値観は、幼少期から家庭

や学校、地域社会など、育まれる環
境からの影響を受けながら形成され
ていきます。男女共同参画社会の実
現には、私たちの意識や価値観の変
化、そして社会環境の変化も重要に
なってきます。
また、男女共同参画に向けた取り

組みは女性のための施策と認識され
がちですが、その推進は男性にとっ

ても生きやすい社会の実現にもつな
がることを、ぜひ知っていただきた
いと思います。
男女共同参画社会の実現のために

は、市だけでなく、市民、そして事
業者の皆さんの取り組みが必要です。
誰もが能力に応じて力を発揮できる
社会を目指し
て、一緒に取
り組んでいき
ましょう。

→ →

〜男女共同参画推進条例施行から
10年が経ちました〜

「男らしさ」「女らしさ」にとらわれず、「自分らしさ」を見つけるた
めの男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを紹介します。

→

「障害のある人に対する偏見や差
別はいけない」ことは分かっていて
も、結果的に差別的状況を生み出し
ていることもあります。
例えば、イベントを開催する時に、

階段でしか入れない会場では、車い
す利用者の参加が困難な場合もあり
ます。また、音声のみの案内では、
聴覚に障害のある人は情報を得るこ
とが難しいかもしれません。このよ

うな時、スロープを設けて段差を解
消したり、文字による情報提供を行
ったりするなど、状況に応じて対応
することで、差別的な状況は大きく
解消されていきます。
障害者差別解消法では、障害のあ

る人に対して、障害を理由にサービ
スの提供を拒否するなど、不当な差
別的取り扱いをすることを禁止して

います。また、差別的な状況を改善
するための配慮がなされることを呼
び掛けています。
障害の有無にかかわらず、誰もが

暮らしやすいまちづくりに向けて、
一緒に考えていきませんか。

平成28年 月から「障害者差別解消法」が施行されました。バリア（障4
壁）がなく、誰もが暮らしやすいまちを目指す取り組みを紹介します。

〜「不当な差別的取り扱い」と
「合理的な配慮の提供」〜
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男女共同参画課
（緯354－8331 胃354－8339）

問い合わせ先

障害福祉課
（緯354－8527 胃354－3016）

問い合わせ先

【障害者差別解消法のポイント】
障害のある人への合理的な配慮不当な差別的取り扱い

障害のある人に対し、合
理的な配慮を行わなけれ
ばなりません。

不当な差別的取り扱いが
禁止されます。

国の行政機関・
地方公共団体など

障害のある人に対し、合
理的な配慮を行うよう努
めなければなりません。

不当な差別的取り扱いが
禁止されます。

民間事業者
※民間事業者には、個人事業
者、ＮＰＯなどの非営利事
業者も含みます
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